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は し が き

青森県のウニ漁業は古 くから所言胃'磯廻b漁業 "として行希われて来たが､10年前頃はコソj･の害

敵とみをされることもあった｡

しかも最近では漁具漁法の改良､漁場開発､需要増査どにより年産約3鮭円を超える重要を浅海漁業

と希ったが､資源戒を示す漁場もみられているようである｡

一方､漁業の実態､ウニの生態､漁場夜どについては殆んど調査がをされておらず､本年変から調査

を開始することに売った｡

1 漁 業 実 態 調 査

調 査 場 所

県内全漁協 (1部支所を含む)

調 査 期 間

昭和 46年 5月一一47年3月

調 査 方 法

県内全漁協 (58漁協)についてアンケー トによb行希ったが､調査事項を整理すると次の 8項 目

である0

1)漁場位置､水深夜ど

2)経営体数､操業隻数､操業日数

3)漁期､盛期､身入 りの時期

4)漁具､漁法

5)ウニの種類別漁獲状況

6)年鑑別生産量および金額

7)販売方法

8)増殖対策その他

他に県統計により漁獲高を整理 Lた ｡

調 査 結 果

回答は25漁協か ら得られ､約40% の回収率であるが､調査結果の概要を第 1表に示 した｡

漁業は岩礁或いは健地帯で行夜われて卦b､10m以浅ではホコツキ､クモ絹､素モクリ､以深で

は潜水器､桁網､ウニ寵を使用しているが､最も深い漁場は水深約 50mと売っている｡

漁期は地先によって差があるが､津軽海峡沿岸では秋か ら春の間､その他の地先は概ね夏期であD､

身入ーりの時期と大体一致しているが､他の漁業､漁期制限､産卵期夜どとの関連もあるようである｡
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第 1表 ウニ漁業の実態

組 合 名 漁 期 盛 期 身入 b時 期 漁具 .漁 法 種 類 販 売 方 法

増 殖 対 策大 間 越大 戸 瀬深 浦脇 元下 前小 泊厩今別西部今別東部平 舘蟹 田青 森 市平 内 町東 田 沢〟小 湊 月2-.-8,6- 87-.- 8■■■一■-12- 612--′512-- 712- 42-- 85-～.96～ 85--101｢一121--122-.ー 52-.-55-.ー 95-._ 95-～ 85-.-9 月4-.-5.6～ 72-62--51--52---54-.-77-～.86～75--85-.-占5--42-.ー55-ー9a-86-77-.-8 2-～.46-77～82～85-～,51--57-ー85～ 78--87-.)85-.-82- a8-～52--45-.-81--96～75-.ー8 ホ コ .クモ潜 水 琴ホ コホ コ .ク モ-ウニ寵 .桁網ホコ .ウニ寵桁 網ホ コ .栴 網ノ桁 鯛ホ コク モク モク モホコ.ウニ寵 キタムラサキ 100%エゾバフン 07050100010001nO010口0100010009557050 ムキ身一■-l■集 荷ムキ身〟∫■一一集 荷ムキ身ムキ身.塩 ウニムキ身集 荷ムキ身 一■■■-漁 期 制 限46- 49年禁漁漁 期 制 限■■-■漁期制限 .投石漁 期 制 限漁

獲 .漁期制限移殖 .漁期制限

〟 20 集 荷 輪 -採滑 水 川

野 辺 地 80 漁獲 ●漁期制限奥 戸

1000集 荷穀 付穀 身 ●.加 工 移 殖易 国 問

ホコ.潜水器 1000 移 殖■一一

一■･野 牛 桁 絹 1000集 荷穀 付 .ムキ身尻 屋ー尻 労小田野沢白 糠鮫 浦南 浜 ク モ .桁 網素 モ グ リホ コ .ク モ素 モ グ リ素 ヰ グ リク モ素 モ グ リ 9010100

050



経営体数については､ 12漁協から回答があったが､これによると過去 10年間約 1･300-1,500

経営体で目立 った増減はみ られず､また操業日数は月間 10- 20日位である｡

漁獲されるウニの種類はキタムラサキウニとエゾバフンウニで､前者が 90% 以上を占めているよ

うであるo

増殖対策としては漁期制限を行売っている組合が多く､ 1部の組合では禁漁や移殖を行浸っておD､

移殖事業を計画 している組合も少をく夜いが､漁場､生態､餌料海藻をどについての検討が必要であ

ろ う○

ウニ漁獲数量､金額については､県統計により5海区に分けて集計したが､海区別漁獲量､金額を

第 2表に示 した○

第 2表 海区別 ウニ漁獲高

日 本 海 区 頃今 別 海 区 陸 奥 湾 海 区 下 北 海 区 太 平 洋 海

区 合 計昭和 37383940414243444546 トン 171 115 265

766 1.515万円 1,086 851 995 454 5.164

252 180 250 179 8611,509 1.106 958 1,26

5 4.61688 277 271 98

755671 1,548

1,080 995 4.074258 125

225 6 5911,907

1.478 1..572 289 5,245554 1

79 221 55 7881082

2.645 1.777 1,180 5.727 9.5

58555 280 455 441

1,4885.099 2.891 2.911 4

.545 15.265825 28

7 497 189 1,5977,128 5.219 5,561 2.475 18,517

585 552 408 99 1,2427,906 5,717 7,761 5,214 24,5

52214 496 896 108 1,796414 8,820 8,164 17,492
5.960 58,87117

141 594 562 110 1,225540 6,589 6,680 帖,0

15 5,810 54.465平 均 280 268 405 215 1

,164青森県海面

漁業漁獲数量調査結果書 よ_り県全体では約 700- 1,800 トン､4,000万円～ 4鮭円

で､漁獲数量は最近 5ケ年間はやや増 ･加安定しているが､増産は資源増 より

もむしろ漁具､漁法､漁場の開発や漁獲努力増によるものとみた方が妥当であろうo漁獲金額は

大巾を増を示 してお り､価格の上昇によるとみられるが､本資料については販売方法の違いによる漁獲数量集計内



が､金額にして約 1鮭円位の生産 と推定され､補足が必要である○

2 生 態 調 査

本県のウニ漁場は水深或いは漁具によって 2つに区分 (15m以浅漁場､ 1 5m以探懐場)すること
I

が出来るので､両漁場にかける生態VCついて調査を行 貴 った○

調 査 場 所

階上､八戸､尻尾､易国間､今別､′j＼泊 15m以浅

下風呂､大間､尻屋 15m･以深

調 査 期 間

昭和 46年 4月一一47年3月

調 査 方 法

15m･以浅VCついてはスキ1-バー潜水打より水艶別に (1m!×1仰)枠取 り調査を行柔い､採集

生物について同定秤量 したo

以輝VCつL,lてばその地先の漁法に よって漁獲されたウニについて測定 した｡ ウニの測定は穀径､穀
高､今尊号､穀葺貴､消化管内容葺量､生殖巣重暮夜どVCついて行希ったが､生殖巣指数は (生殖巣

葺景/今葺景 ×1OO)によった｡また尻尾地先VCついてはコンプ礁と対照区に分ける生殖巣t･rつLへ

て比較 した｡

調 査 結 果

調香場所は第 1図に､測定結果の概要は第 3表､第 4表､第 5表打示 した0

15m以探漁場についてみると､種類はすべてキタムラサキウニで､顔径は 5-9cm､平均約 7cm

と大型で､生殖巣重量は 1- 57gと大きい差があ り､同一場所にかける個体差もあるが､場所によ

る差もみ られ る｡生殖巣指数にもか夜_り変異がみ られるが､指数約 15以上のものは所謂身入 りが良

いとみてよいように思われる｡場所に よる差については聞取りVTよれば､身入.り良好夜場所はアナメ､

ガゴメの分布或いはこれ らの流失 したもののクマリ場であるとのことである｡

次に以浅漁場のエゾバフンウニについてみると､本年変の調査では 10m･以深ではあまり採集され

充か ったが､習性､海藻分布夜ど調査を要する｡ 1枠当 りの個体数は平均 4個程変であるが､飽径は

平均約4cm余 .りでキタムラサキウニよ_り小型である○ 生殖巣重量､指数は個体差､場所に よる差がみ

られる○

キタムラサキウニは1枠当b2- 33個とか充_り差がみ られるが､平均約 10個程匿であるO 殻径

は約2- 8cm､平均約 5--6C仇で 15m･以深漁場より′j＼型である｡生殖巣重量､指数は個体差､場所

による差がか充_りみられるが､指数は 10- 15程変の場合が多い｡

次に尻尾地先のコンプ礁は昭和 45年春に 1年コンプが着生 し､そor'後 もコンプ礁面積は年々拡大
してVlる｡そして コンプ礁VCかけるアワビの成長は尻尾地先内の他の地区より良好である結果が得 ら

れているo

このような点か ら特にウニの生殖巣について検討 してみた｡

本年匿は 12月か ら3月までの調査であるが､コンプ礁のウニの生殖巣指数は 12月甲旬､ 1月下
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第 1図 ウ土生 態調 査 場 所 図第 3表 ウニ

漁場Tjrおけるウニ測定表場 所 採集月日 水 深 測 定個 体 数 穀 径

全 重 量 生 殖 巣 重量 生殖巣指数※大 間 4.25.245.246.18.59.710.5;12.105.7 m 402524504040402025 Cn グ g 4.4-.-22.9405050222020225525 58.-ー8.9 154- 276 6～

57(8.5) (210) (29.1) (15.6)

大 間 6.5～ 8.5 92-ー257 5-
20 5.5～ 11.5(7.6) (158) (9..

8) (7.0)奥 戸 57.-8.6
64- 208 5-～15 5.5～ 7.8(7.0) (108)

(6.5) (5.8)下風呂 5.7- 8.
4 70-～200 10-～28 8.OJ～ 18.8(7.5) (1

46) (19.0) (15.1)下風呂下風呂

5.2--8.1 50-～184 8--41 12.1-
29.0(7.1) (117) (25.

2) (21.4)4.9～7.5 45～ 156 2⊥-15
7.4～ 25.0(5.7) (65)

(10.4) (佃.5)不 .畑下風呂 4.う～ 7.6 5

6～ 152 1--佃 2.4- 16.1(a.0)
(84) (5.1) (6.2)6.4-ー8.7 110--218 15- 26 8.0- 20.5

' (7.5)I (146) (20.5) (14.

5)尻 屋



旬､3月上旬にそれぞれ平均約 20､ 15､20を示し､対照区のそれぞれ平均約1､1未満､4に

比較して極めて高い値を示し､ウニの身入.りと餌料海藻との間に関係のあることが明らかにされたo

この間題については継続調査を実施して周年変化を検討する必要がある｡
夜か､この地先の1年コンプは (1m･×im･)当_り約200表で､着生数は極め七多Vlが､ウニは

このコンプ密生群落の中にはあまb生息 しておらず､むしろコンプ礁の周囲に生息 している傾向があ

D､興味ある現象がみられている0

第 4表 エゾバフンウニ枠取.り測定表

場 所 調査月日 水 深 個 体 数 穀 径 重 量 生 殖 巣重 量

生 殖 巣 指数月 日 n

cm. 9 9大 蛇〟榊∫〟深久保〟大久喜〟浜 ■衷〟〟尻 屋 6. 17〟∫∫〟16. 18〟∫∫6. 50〟∫5_ 7 2754.572.516.572.52.55.57ll 75221857-10247 5.6--6.1 8-.ー 8

1 1--12 5.0--20.7(4.8)

(59.5) (5.6) (15,0)4.2- 7.4 28-.-155 5-- 8 4.5- 21.4

(5.2) (51.9) (5.8) (15.0)

2.9- 6.7 12-～ 98 8一一14 14.5-
26.7(4.0) (29.8) (ll.0) (20

_5)2.7- 5.5 8-.一一52 7-ー 8 15.4--18.4(4.1)2.8- 6.8 (50.1)7～ 117 (7.5)ll9-26 (16.9)
17.222.5--51.7(5.1) (57.1)

(18.8) (27.6)2.9-.-5.0
ll- 47 5-.ー 8 10_5～ 17.4(5

.9) (26.4) (5.5) (15.9)2.6- 6.5 2.8へ. 6.5 0- 12 0- 17.4(警皇蒜芸還2.5-～4.0(5.6)2_7- 5.7(5.2)5.5- 6.5(5.7)4.5-ー5.7 (4.0)警芸当6 ～ 24(

18.0)8 -.ー 18(15.0)50 -～ 70(

57.5)26 ～ 64 (4



第 5表 キタムラサキ ウニ枠取 b測定表

場 所 調査月日 水 深 個 体 数 穀 径 重 量 生 殖 巣重量

生 殖 巣指 数月 日 m

cm 9 .9大 蛇〟柄〟p探久保〟〟大久喜〟奥平部浜 名〟易国問〟〟〟〟 6.17〟〟〟6.18〟〟〟〟6.50〟〟ll. 5〟∫〟〟 21454.52.56.51071410565101055 84224154441952854ll51 4.1- 6.6 52--12

0 6- 50 15.6-～25.0(5.1)

(51.1) (19.0) (21.2)5.0- 7.1 12--192 0--14 0-.-14.8
(5.6) (78.8) (6.4) (7.8)

1.9-.4.0 4-.- 28 5-ー 4 ll.5

--14.5(5.0) (症.o) (5.5) (1

2.9)5.5--5.5 24- 66 6- 1

0 12.5--15.2(4.4) (41.1) (8

.0) (15.8)2.8- 7.5 9--15
2 6～40 18.8--.50.5(5.5) (76

.9) (21.5) (24.0)4.0- 7.9 52--185 8-.-55 9.5- 25.4

(5.5) (70.9) (15.4) (17.5)

2.7- 6.4 8J～ 72 6- 9 9.7--18

.2(5.∩) (50.9)-, (7.5

) (15.1)1.7--5.4 5- 5占 1-- 5
5.5- 16.7(5.7) (24.1) (2

.0) ( 9.1)5.5--8.9 89～ 505 18

- 88 17.2--22.5(7.5) (1

75,C) (55.0) (19.6)5.1--′7.9 14～ 176 1- 50 5.7--22.1

(5.8) (85.5) (9.7) (15.1)

6.4-7.1 90--108 0-.-20 0 --
20圧.7) (99.5) (15.5) (10.0

)4.1- 6.5 26-- 94 5--21
ll.5--22.5(5.5) (60-0) (12.

0) (16.9)6.0-7.9 75-.-2
04 4- 28 27 --14.7(7.4) (159.

5) (17.4) (7.4)5.5-
7.8 60J～ 112 8--18 ?.4- 16.7(6.4) (90.4) (ll.6) (15.1)

5.1- 7.7 44--110 4--14 6.1～ 15.

6(6.1) (77.5) (7.5) り 8)



第 6表 尻尾地先キタムラサキウニ枠取b測定表

場 所 二調査月日 水 深 個 体 数 穀 径 重 量 生 殖巣 重 量

生 殖 巣指 数月 日 仰.

CPl 9 9St.1St.2〟〟∫St l〟St.2〟〟〟St.1St.2∫St.3〟 12.16〟〟∫〟.1.29〟〟〟〟〟5. 7〟〟〟d 15710108101089910126107ll 188255ll2019551212102ll51714 4.5～ 6.8 40-.-114

9 -.-50 15.0～26.5∫(5.7)

(79.9) (16.2) (19.6)5.5- 6.4 28- 98 0-.- 2 0-5.6
(5.5) (62.5) (1.0 ) (1.5)

5.0- 6.1 14-- 95 0一.-4
0- 5.6(4.2) (58.1) (0.7)

(0.9)4.7- 5.5 48へ.70
0 -､.2 0-.-2.9(4.9) (55

.5) (0.7) (1.0)5.5- 6.
4 15-ー 97 0- 4 0--4.1(4.4) (4

2.8) (1.0 ) (1.2)4.1--6.5 50-- 88 4 一一′9 8.9一､-21.0

(5.0) (46.2) (6.2) (14.7)

4.5- 6.9 56--111 5 一一22 6.4-50.

8(5.8) (75.0) (12.1) (17.5)5.8--5.8 21-- 52 1 -- 5 5.0--14.5(4.7)4.1- 6.6(5.5)5.9- 7.4(6.0)4.1- 6.6(5.5)5.9J～ 6.5 (58.4)28-.- 94(75.4)

21--142(79.0)28-～.94(75.4)

78- 96 (5.1)測 定 不 能〟〟14 --20 (8.2)
-18.0一一20.8(6.1) (87

.0) (17.0) (19.4)5.7--6.1 22-- 86 1--.4 2.5-- 6.5
(4.7) (46.5) (2.0) (4.8)

4.5- 6.5 52｢- 87 0.5--.4 0-6.5(5.6) (朗.0) (1.7

) (5.1)5.0--6.7 12--

111 0一一 5 0- 7.6(5.2) (60.4) (2.6) (4.5




